
令和元年度 長野市消防委員会 

 

■日 時  令和元年６月 28日（金） 午後３時 00 分から午後４時 45 分 

■場 所   中央消防署 ４階会議室 

 

 

１ 開 会（3：00） 

  ○出席委員 14名、欠席委員３名 

 

２ 委嘱書交付（3：01） 

  ○出席委員 14名 

 

３ あいさつ（3：07） 

○長野市消防局 島田局長 

 ○長野市消防団 髙木団長 

 

４ 自己紹介（3：13） 

○消防局 16 名、消防団３名、消防委員 14 名（消防局長、消防団長を除く） 

 

５ 正副会長の選任（3：23） 

  ○会長に原田秀一委員、副会長に阿部たえ子委員と峰村博委員が選任され、承認される 

 

６ 会長あいさつ（3：27） 

  ○原田会長 

 

７ 議 事 

(1) 令和元年度 消防局運営方針について（3：34） 

   ○資料に基づき、島田局長が説明 

  

(2) 消防行政の概要について（3：42） 

  ア 総務関係 

○資料に基づき、佐伯消防局次長兼総務課長が説明 

  イ 予防関係 

○資料に基づき、北川原予防課長が説明 

  ウ 警防関係 

○資料に基づき、小田切警防課長が説明 

  エ 通信指令関係 

○資料に基づき、鈴木消防局次長兼通信指令課長が説明 

○ＤＶＤ視聴 



≪Ａ委員≫ 

職員の働き方について聞きたいと思います。 

職員は、24時間体制で、消防活動や救急活動等本当に大変な仕事をされているなと思い

ます。そのような中で、職員が長時間労働になっていないか、もしなっているとしたら何

か是正策を考えているのか、お聞きしたいと思います。 

≪佐伯消防局次長兼総務課長≫ 

現在、消防局では、時間外勤務の抑制と年次休暇取得の促進ということに取り組んでお

ります。 

具体的な取組としては、消防署所は 24時間 365 日の勤務ですが、その中での勤務時間の

割振りを変更したという点がございます。また、出動体制に関しましても、年次休暇取得

により通常より人員が少ない状況を加味して、出動する隊を増やして、災害対応に支障が

ないようにしています。 

業務量の緩和という部分では、以前は係制でしたが、スタッフ制を採用し、特定の職員

に業務が偏らないよう取り組んでいます。 

 

  オ 消防団関係 

○資料に基づき、髙木消防団長が説明 

 

≪Ｂ委員≫ 

２点伺いたいと思います。 

１点目です。救急車の出動回数が過去最高だということですが、いろいろな事例がある

と思います。救急車が本当に必要なのかどうなのか、なかなか判断が難しいと思います。 

昔、年々件数が増える中で救急出動を有料化したらどうか、という話題を目にしたこと

があるのですが、その動きは、現在どのような状況でしょうか。 

２点目です。防災訓練に関してです。自主防災組織の結成率が 100％ということですが、

実際に機能するということが非常に大事だと思いますので、各自主防災組織の訓練の状況

及び件数を教えてください。統計がなければ、どのような訓練をしているのか、教えてく

ださい。 

≪佐伯消防局次長兼総務課長≫ 

救急出動の有料化についてですが、全国的に悩んでいるところです。参考に申し上げま

すと、長野市消防局において、救急隊員の人件費も含めて計算しますと、救急出動１回当

たり約５万円からの経費がかかるようになります。ただ、人件費を除き、救急車の導入費

用や消耗品等で計算しますと、約２万円という計算になります。参考ですが、北アルプス

広域連合の管内の大町市八坂地区に関しては、当局の新町消防署が近いということで、協

定を結び、今の参考数値を基に、救急要請に対して１件２万円で対応しています。全国的

にも検討していますが、金額で呼ぶ、呼ばないという問題がありますので、結論が出てい

ないのが実情です。 

≪小田切警防課長≫ 

自主防災訓練についてお答えします。平成 30年度実績ですが、542 組織があって、その

うち 445 組織で訓練を行っていただいています。実施率としては、82.1％という状況です。 



訓練の内容ですが、いろいろな訓練を行っていただいておりまして、初期消火訓練です

とか、応急手当訓練、避難訓練、図上訓練、炊き出しを行っているところもありますし、

水害が多い地域では土のう作りや水防訓練を行っています。 

≪Ｂ委員≫ 

ありがとうございました。 

今年 10 月に大きな訓練があるようですが、防災や災害時の対応等については、これか

ら高齢化が進む中で、それぞれの地域で機能するということが大事だと思いますので、地

域における訓練の指導をよろしくお願いします。 

 

(3) 令和元年度の主な行事について（4:40） 

   ○資料に基づき、事務担当者から説明 

 

(4) その他（4：43） 

≪佐伯消防局次長兼総務課長≫ 

先ほどＢ委員からのご質問に対して、大町市八坂地区への救急出動に関する協定について

説明させていただきましたが、この協定における費用というのは、搬送者が負担するのでは

なく、あくまで北アルプス広域連合が負担するということですので、よろしくお願いします。 

 

８ 閉 会（4：45） 


